
11

PointPoint
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小
学
校
国
語
科

「五月」と「十二月」
を対比して読む読み方を確認している。

1

1 2

1

2

2

PointPoint
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PointPoint
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小
学
校
社
会
科

行います。

PointPoint

1

2

1 2

21
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PointPoint
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小
学
校
算
数
科

設定します。

PointPoint

2

2

2

1

1

1
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18

小
学
校
理
科

いる。

音の大きさにつ

いての問題を見いだし、表現する。

・見いだした音の大きさに関する問題を

　調べ、観察記録する。

PointPoint

2

2

21

1

1
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小
学
校
生
活
科

PointPoint

1

1

1

2

2

2

・家族の「にこにこ」を増やす「に

　こにこだいさくせん」の計画を立

　てる。（家庭での実践）
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PointPoint
Ⅰ　文頭にその題材の学習に粘り強く取り組んだり、自らの学習を調整しようと

　　する意思をもったりできるようにするために必要となる、取り扱う教材曲の

　　特徴や学習内容など、児童に興味・関心をもたせたい事柄を記載する。

Ⅱ　扱う分野を選択して挿入する。

音楽を形づくっている要素を選択して評価する

「思考・判断・表現」を指導・評価をする際のポ

イントとなる「音楽を形づくっている要素（音

色、リズム、速度、旋律、強弱、音の重なり、和

音の響き、音階、調、拍、フレーズ、反復、呼び

かけとこたえ、変化、音楽の縦と横との関係な

ど）」は、その題材の学習において児童の思考・

判断のよりどころとなる主な要素を選択して評価

します。
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小
学
校
音
楽
科

PointPoint

2

2

2

1

1

1

題材のまとまりの中で各観点の評価ができるよ

う、指導と評価の計画を立てる段階から、バラ

ンスを考慮するとともに、具体的に評価の時期

や方法を考えておくことが大切です。

評価の結果を記録に残す場面の精選

音楽を形づくっている要素（旋律、フレーズ、反復、変化など）を聞き取ったことと感じ取ったこととの

関わりについて考え、ワークシートに記述（例：旋律の動きが少ないから、とんびがゆったりと飛んでい

る様子を表している）し、思いや意図をもって歌っている。

・記述している言葉や発言の内容が具体的にどこ
まで表現できていればよいのか明確にする。

・本時の中の評価する学習場面を決める。　　

・どのように工夫して歌いたいかについて、発言したり歌
い表そうとしたりしている。
・感じたことや音楽の特徴等に触れながら、どのように歌
いたいか、思いや意図をノート等に書いている。
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分かって

・「主体的に学習に取り組む態度」は、当該学年の「観点の趣旨」を踏まえて作成する。

　学習指導要領の「2　内容」には、「学びに向かう力、人間性等」について示されていな

　いので、「1　目標」にある該当学年の目標（3）を参考に作成します。

・題材目標に「楽しい（豊かな）生活を創造」はあってもいいが観点別評価には入れない。

PointPoint

「学びに向かう力、人間性等」から、観点別に学習状況を評価するものだけを「主体的

に学習に取り組む態度」に示します。例えば、低学年の「形や色などと関わり楽しい生

活を創造しようとする態度を養う」は個人内評価のため入れないようにしましょう。
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小
学
校
図
画
工
作
科

特に題材前半では、努力を要する状況の児童を中

心に見て、児童への説明を変えたり、材料や技法を

試す場の準備をしたり等の手立てや授業改善を

行って、評価を次の授業に生かすことが大切です。

PointPoint

2

1

1

2

2

11 （児童の様子、ワークシート）

形や色などの感じを基に、音楽会の曲のイメージを

もちながら、感じたことから、表したいことを見付け

ることや表したいことを考え、形や色、材料などを生

かしながら、どのように表すかについて考えている。
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は、下記のⅠ～Ⅲの内容を含め、教科の目標（３）や学習内容に

応じて設定します。

PointPoint
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小
学
校
家
庭
科

PointPoint

①生活を豊かにするための布を用いた物の

製作計画や製作について問題を見いだし

て課題を設定し、様々な解決方法を考

え、実践を評価改善し、考えたことを表

現するなどして課題を解決する力を身に

付けている。

➀家族の一員として、生活をよりよくし

ようと、生活を豊かにするための布を

用いた製作について、課題の解決に向

けて主体的に取り組んだり、振り返っ

て改善したりして、生活を工夫し、実

践しようとしている。

縫

縫

縫 縫

縫

縫
縫

縫 縫 縫

縫 縫

1

1

1

2

2

2
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①腕で支えながら移動したり、転がったりするなどの運動遊びに進んで取り組もうと（Ⅰ）している。

②順番やきまりを守り、友達の考えを受け入れ（Ⅳ） 、誰とでも仲よく（Ⅱ）運動遊びをしようとしている。

③器械・器具や場の準備、片付けを友達と一緒に（Ⅲ）しようとしている。

④場の安全に気を付けている。（Ⅴ）
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小
学
校
体
育
科

PointPoint

1

1

2

21

2

①腕で支えながら移動したり、転がった

りするなどの運動遊びに進んで取り組

もうとしている。

②順番やきまりを守り、友達の考えを受

け入れ 、誰とでも仲よく運動遊びをし

ようとしている。

③器械・器具や場の準備、片付けを友達

と一緒にしようとしている。

④場の安全に気を付けている。
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児童に付けたい力を明確にし、その力を育成する

ための単元構成を考え、指導を行いましょう。児

童と「中心となる言語活動」を共有した上で指導

を行い、評価することが大切です。

「主体的に学習に取り組む態度」については、「知識・技能」「思考・判断・表現」で重点とする内容を踏まえ

た上で、「粘り強さ」「自らの学習の調整」の二つの面から評価します。外国語科では、基本的に、「主体的に

学習に取り組む態度」の評価規準は「思考・判断・表現」の評価規準と一体的に設定します。

また、単元で身に付ける資質・能力を児童と共通理解し、言語活動の振り返りで、自らの成果や課題、次への目

標を明らかにさせ、その取組状況を、特定の領域・単元だけでなく、年間を通じて見取ることも大切です。

PointPoint
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小
学
校
外
国
語
科

［知識］

［技能］など に

PointPoint

2

1

2

2

1

1
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多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や、

活動を行う上で必要となることについて理解してい

る。

自己の生活の充実・向上や自分らしい生き方の実現

に必要となることについて理解している。

よりよい生活を築くための話合い活動の進め方、合

意形成の図り方などの技能を身に付けている。

所属する様々な集団や自己の

生活の充実・向上のため、問題

を発見し、解決方法について考

え、話し合い、合意形成を図っ

たり、意思決定をしたりして実践

している。

生活や社会、人間関係をよりよく築く

ために、自主的に自己の役割や責

任を果たし、多様な他者と協働して

実践しようとしている。

主体的に自己の生き方についての

考えを深め、自己実現を図ろうとして

いる。

PointPoint

PointPoint
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小
学
校
特
別
活
動


